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1 はじめに

法律文書は、読替え規定の多用によって内容
の解釈が困難になっていると指摘されている
[1]。
信岡ら [2]は、法例文を論理式に変換するこ

とで解析する手法を提案している。木村ら [3]
は、この手法で実際に法令文の中に登場する列
挙表現や参照表現を論理式に変換する手法につ
いて提案している。しかし、この論文では本研
究がターゲットとする読み替え規定文の解析は
行うことができておらず、今後の課題とされて
いる。
本稿では、法令中に表れる読み替え規定文を

単語の出現するパターンのみで解析し、読み替
え規定文中の読み替えられる語と読み替える語
を抽出する手法を提案する。

2 提案手法

読み替え規定文の書き方について磯崎 [4]は

この場合において、「A」とあるのは「B」と
読み替えるものとする。

となることが基本形であると指摘している。
より詳細に読み替え規定文の構造を観察した

ところ、以下の規則で表記されていた。

1. まず (a)・(b)のパターンが 0回以上繰り返
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される
（a）“「～～」とあり” という表記が 0回以

上繰り返される
（b）その後 “「～～」とあるのは「～～」と、”

という表記が出現する
2. 次に “「～～」とあり” という表記が 0回以
上繰り返される

3. 最後に “「～～」とあるのは「～～」と読み
替える” という表記が出現する

このうち、“「～～」とあり” や “「～～」とあ
るのは” と書かれている場合の鍵括弧の中の用
語は読み替えられる語であり、“「～～」と、” や
“「～～」と読み替える” と書かれている場合の
鍵括弧の中の用語は読み替える語である。
このパターンに対応するためには、読み替え

規定文の段落に対して形態素解析を行ったのち
に、以下の操作を行うことで、読み替えられる
語と読み替える語を抽出を行う。

1. 開き鍵括弧が出現した場合、それに対応す
る閉じ鍵括弧が出現するまで、開き鉤括弧
の後から続く文字列を保持する

2. 対応する閉じ鍵括弧が出現した場合、次の
語を確認する。続く語が

•「とあり」の場合は読み替えられる語
の指定が終わり、新たな読み替えられ
る対象の語がその後に現れるため、操
作 1に戻る

•「とある」の場合は読み替えられる語
の列挙が終了し、読み替える語がその
後に現れるため、操作 1に戻る

•「と、」の場合は読み替える語の指定が
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終わり、新たな読み替え規則が後ろに
続くため、操作 1に戻る

•「と読み替える」の場合は読み替える
語の指定が終わり、読み替え規則その
ものも終了する

3. 読替規定文の段落が終了した場合、今まで
出現した読み替えられる語と読み替える語
のペアを出力する

3 実験

実験では、提案する手法で実際に法令中に存
在している読み替え規定文のうちどれだけの割
合を捕捉することができるのかを計測した。
実際の実装は Rustで行いGitHub上*1で公開

している。形態素解析には mecabを用いた。
使用する法令データは e-gov 法令検索 [5] で

公開されている法令 XMLデータを使用した。
読み替え規定文には必ず「と読み替える」と

いう語が出現するため、まずこの語が含まれる
条文を XMLファイルから抽出した。次に、抽
出した条文に対して提案する手法で読み替え対
象の語と読み替る語の抽出を行い、その結果を
確認した。
3.1 結果
実際に 2022年 12月 4日時点で公開されてい

た「と読み替える」という語が含まれる 11681
個の条文に対して提案する手法を用いて解析し
たところ、11428個は抽出に成功し、残りの 253
個は失敗した。
3.2 考察
抽出に失敗した条文のうち、読み替え規定文

が引用文中に登場している 9個については、本
研究の解析の対象にしていない。それ以外につ
いては、読み替え規定文として読み替えられる
語と読み替える語を抽出できているべきであ
る。それらの解析ができなかった原因は以下の

*1 https://github.com/japanese-law-analysis/
analysis_yomikae

通りであった。

• 文中の括弧の対応が取れていなかった
• 読み替えられる語と読み替える語が表形式
となっていた

• 読み替える語などの指定に鍵括弧を使用し
ていなかった

4 おわりに

本論文では法令中に表れる読み替え規定文を
単語の出現するパターンのみで解析した。その
結果、読み替え規定文のうち 97.9%以上の割合
に対し読み替えられる語と読み替える語の抽出
をすることができた。
今後は括弧の対応が取れていない文や表への

解析ができるように改良を加えたい。
また、この手法を用いて取得した読み替えら

れる語と読み替える語の組み合わせを用いるこ
とで、読み替え規則文や法令文書全体の平易化
を行いたい。
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